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友
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韓 古ご郷搾
覚 工 山 近 氾 の名 宿 を続 々縄 台 し静背 F  ― 一

く今 回 |む、「えいこく歴 Jせれで守>

広小路通 り/ 3 S ら日泰寺参追 に入j りほ どなくする
と、右手に見える落ち巻 しヽた店構 え、これが 「乳い
こく履」さんの入 り□です。

「お客様、ご近所の方々、そしてスタリフに恵ま
れ、あっとしヽう間に 26年 が過ざました.Jと笑顔で
語るのは店長の荒川英子さん。今では、「紙撫じィン
ド料理のえいこく届」は名古屋市タトでも有名です。

このえいこく屋さん、特副に何か自慢の一品があ
るわけではなく、むしろ、離が来ても必ず襲嚇しいこ
思えるものが見つお1う品揃え、これが自慢なのだとか。
確 か に、紅茶 とイ ン ド料 理 、としヽ って も、大変種類
が 多 く奥深 いものな ので すね 。

また、この え い こく屋 さん、一歩 入る と内装 にも
心意 かれ ます 。荒 川 さ ん は、お店 を始 める に当た り、
ご自宅の家具や調度品で店内を整え、企画品を主切
使わなか ったそ ぅなのです。料理や鎌碑物だ附でむ
く、内強書でも手作し1の味、 これがえいこく屋さんの
隠れたの魅力なのかも しれません |
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